
• 今こそ、数寄屋のこころを
• 伝統的な日本家屋の建築様式の中で、数寄屋は茶室と共に最も伝統的な日本固有の建築として

時代や特定の様式にとらわれない柔軟な建築手法で生き延びてきています。
数寄屋造りは、工業化が進む現代建築とは基本的に異なり、自然素材と伝統的な職人技術によ
る工法によって成立する一つの建築ジャンルといってもよいでしょう。
住宅において、自然と人とのつながりが失われ、こころの拠りどころが見えにくくなっている
現代だからこそ、先人がつくり上げた数寄屋の精神を伝える建築が大切だと思っています。
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著作『数寄屋住宅礼讃』エクスナレッジ刊
2013年の松隠亭の竣工に合わせて刊行。
日本の住まい「床の間」「座敷」「茶の間」「縁側」「しきり」
伝統の技 「土壁」「木材」「銘木」「障子」「襖」「畳」
数寄屋職人との対話「大工」「左官」「建具」「表具」「銘木」
茶室について「茶の湯の歴史を作った茶人」「茶匠のつくった
名席」「茶室構成のポイント」

数寄屋住宅『松隠亭』
東京都中野区松が丘


